









































































育哲学を説いた（Johnson, Reed 2012: 14-15; 佐藤 2003: 22-23）。とりわけ実存主義に関していえば，
グリーンはアメリカ哲学史においては，サルトルの「実存主義」研究によってコロンビア大学で職を










































秘かなおびえ（secret fears）を心のすみにいだきつづけてきた」と表現されている（Greene 1988: 
1-2; Eliot 1958: 180-181=1950: 13）。
エリオットからのこの一節についてグリーンは，「ケアと思考の欠如」とは何かをよく伝えるもの
として，こう短く一文でコメントしている。「エリオットは，多くの 20世紀の芸術家が表現したこと，
































































































































































おり，グリーン教育思想の代名詞ともなっている（Pinar, ed. 1998）。グリーンは「可能性」を“not 
yet”とも表現している。「新しい見方がさらに開かれる」ことは「可能性を開く」ことであり，「一
人ひとりが自分自身の立場から，ありえること，あるべきこと，今はまだない（not yet）ことへと向
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